[bookmark: _Hlk238723314][bookmark: _Hlk238724301]このファイルは、令和8年度、西暦2026年度から令和12年度、西暦2030年度までの西多摩地域広域行政圏計画について、37ページから42ページまでの音声読み上げ用に作成したものです。

[bookmark: _Hlk238723694]作成にあたって、適切に読み上げられないような箇所については、ふりがなをつけておりますが、読み上げソフトを使用して、お聞きいただく中で、適切に読み上げられていない箇所や、内容が不明な点がございましたら、事務局まで御連絡ください。
該当箇所を確認の上、修正させていただきます。

事務局の連絡先は、代表電話で0428-22-1111、内線2440です。

[bookmark: _Hlk239088195]また、本文中の、「年度」、「ねん」について、西暦を併記しなくても内容が伝わる箇所は、原則、和れきのみを読み上げておりますので、御了承願います。

よろしくお願いいたします。
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2、西多摩の自然を生かした持続可能な地域づくり

[bookmark: _Hlk238712651]現状と課題

1、林業は、従事者の減少、また値段の安いがいこく産木材が増え、長期に渡って木材価格が低迷し、林業経営は厳しい状況に置かれています。
他方、森林の荒廃による土砂の流出を防ぐためにも、森林の適正な管理が求められます。そのため、東京都では、「東京の木、多摩産材認証制度」により、森林の循環を促進し、森林の持つ多面的な機能の維持・増進を図るために、多摩産材の利用拡大に向けて取り組んでいます。
また、市町村における森林間伐や、木材利用の促進に関する費用として、令和元年度から、森林環境じょうよ税がじょうよされています。広大な森林が総面積の70％超を占める西多摩地域は、この財源を有効に活用して、森林資源の保全や新たな担い手を育成する必要があります。

グラフ、木材価格の推移、単位：1立方メートルあたりの円）
このおれ線グラフは、平成2年から令和6年までの木材価格の推移を示しています。
対象となっている木材は、ヒノキ、スギ、カラマツの3種類です。
全体的な傾向として、平成2年から平成17年にかけて、価格が大きく下落し、そのごは横ばい、あるいは令和6年にかけて上昇に転じています。

各樹種の具体的な推移
ヒノキ（緑色の線）
平成2年の67,800円をピークに、平成27年の17,600円まで大幅に下落しました。そのご、令和2年に、17,200円と底を打ち、令和6年には、22,300円まで回復しています。

スギ（青色の線）
平成2年の26,600円から、平成22年には11,800円まで下がりました。そのごは12,000円台で推移し、令和6年には、15,900円まで上昇しています。

カラマツ（黄色の線）
平成2年の14,300円から、平成17年には9,400円まで下落しました。そのごは、他の樹種に先んじて、緩やかな上昇傾向にあり、令和6年には、15,300円となっています。

このグラフは、農林水産省の木材価格により作成
以上

2、西多摩地域は自然の恩恵を受けながら、地域独自の歴史や文化を受け継いできました。将来にわたって、西多摩地域が自然と共生するためには、自然とのつながりを重視し、広域的な視点で、自然環境や生物多様性の保全に努める必要があります。

写真、青梅の森（北谷津）（青梅市）

3、気候危機が一層深刻化する中、東京都は、2050年ゼロエミッション東京（温室効果ガス排出実質ゼロ）の実現に向けて取り組んでいます。豊かな自然と共生する西多摩地域においては、省エネルギー対策の推進や、再生可能エネルギーの普及拡大に、率先して取り組む必要があります。
また、これまでの省エネや再生可能エネルギー拡大の取組に加え、食品ロスやマイクロプラスチックなどのプラスチック対策等、あらゆる分野で取組が求められています。
以上

これまでの主な取組
1、自然公園を活用した魅力発信
2、生物多様性の保全に関する情報発信
3、イベント等での多摩産材PR
以上
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広域連携の目標

大項目
豊富な森林資源で、脱炭素型の持続可能な地域づくりを目指す

ちゅう項目
1、多摩地域における森林面積のうち、80%以上を占める西多摩において、水源・レクリエーションの場・二酸化炭素の吸収げんとして機能している豊富な森林資源を生かし、首都圏の地球温暖化対策・再生可能エネルギーの活用促進への貢献と、森林整備を一体てきに進める仕組みをつくる。
[bookmark: _Hlk239082501]2、脱炭素型の持続可能な地域づくりを進めることで、地域のエスディージーズ、（地域循環共生圏）の創造を目指す。
以上

広域行政圏の取組

エスディージーズの視点では、次の目標に取り組む。
目標7、エネルギーをみんなに、そしてクリーンに
目標8、働きがいも、経済成長も
目標11、住み続けられるまちづくりを
目標12、つくる責任、つかう責任
目標13、気候変動に具体的な対策を
目標14、うみの豊かさを守ろう
目標15、陸の豊かさを守ろう
以上

施策2の1、多摩産材を活用する
まる1、多摩産材の普及と利用拡大

今後5年間の主な取組例
まる1の1、イベント等での多摩産材PR
まる1の2、多摩産材PR用ノベルティの作成を検討

施策2の2、自然環境を保全する
まる2、広域連携による鳥獣被害対策
まる3、自然公園を活用した魅力発信

今後5年間の主な取組例
まる2の1、広域連携による鳥獣被害発生防止対策の検討
まる3の1、秩父多摩甲斐国立公園や、都立自然公園を活用した魅力発信

施策2の3、生物多様性を保全する
まる4、生物多様性の保全に関する取組

今後5年間の主な取組例
まる4の1、生物多様性保全に関する情報発信と環境学習の推進
まる4の2、多摩川・秋がわ流域における生態系保全の方向性を検討

施策2の4、脱炭素型持続可能な地域づくり
まる5、再生可能エネルギーの導入検討

今後5年間の主な取組例
まる5の1、豊かな自然を活用した、再生可能エネルギーの検討
まる5の2、地産地しょう型の再生可能エネルギー導入の研究

施策2の5、森林を整備する
まる6、森林の健全な育成に取り組む

今後5年間の主な取組例
まる6の1、森林の荒廃による土砂流出を防ぐための適正管理に関する検討
以上

ちゅう・長期的に取り組む検討課題
1、全体でひとつの「西多摩の森」と捉えた、活用方策の検討・協議
2、環境分野での連携協議の体制づくり
3、廃プラスチックの発生抑制とリサイクルの推進
4、公共施設における多摩産材活用促進の検討
5、林業の担い手確保と新規就労者の育成を検討
以上
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構成市町村の取組

地方創生に関連する取組としては
1、森林の適正管理
2、森林資源の利活用促進
3、生物多様性の保全
4、環境教育の推進
以上

連携・協調の取組（可能性の例示）としては
1、森林の公益的機能の維持・増進、森林整備の促進に向けた、広域システムの構築
2、林業振興の条件整備
3、生物多様性の保全
以上

関連の深い基本的な施策（例示）としては
1、廃棄物減量化・再利用・再生利用の推進
2、森林の保全・育成
3、自然環境の保全・利活用
4、生物多様性の保全
5、環境保全を支える仕組みづくり
6、地域ビジネスへの支援（間伐材の利活用促進等）
以上

5年間のロードマップ

施策2の1、多摩産材を活用する
まる1の1、イベント等での多摩産材PRについては、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる1の2、多摩産材PR用ノベルティの作成を検討については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。

施策2の2、自然環境を保全する
[bookmark: _Hlk238714221]まる2の1、広域連携による鳥獣被害発生防止対策の検討については、令和8年度に情報収集、令和9年度に実施、令和10年度から令和12年度まで情報収集を行う。

[bookmark: _Hlk238714139]まる3の1、秩父多摩甲斐国立公園や、都立自然公園を活用した魅力発信については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

施策2の3、生物多様性を保全する
まる4の1、生物多様性保全に関する情報発信と環境学習の推進については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる4の2、多摩川・秋がわ流域における生態系保全の方向性を検討については、令和8年度から令和10年度まで情報収集、令和11年度と令和12年度に実施する。

施策2の4、脱炭素型持続可能な地域づくり
まる5の1、豊かな自然を活用した再生可能エネルギーの検討については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。

まる5の2、地産地しょう型の再生可能エネルギー導入の研究については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。

施策2の5、森林を整備する
まる6の1、森林の荒廃による土砂流出を防ぐための適正管理に関する検討については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。
以上
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西多摩地域の自然の恵み（農林水産）

青梅市、写真1、青梅産野菜
写真2、きのこがり
写真3、鶏卵

福生市、写真1、落花生の収穫
写真2、玉川上水 新堀橋付近
写真3、多摩川堤防沿いの桜

羽村市、写真1、農産物直売じょ
写真2、稲作田植え体験
[bookmark: _Hlk239316154][bookmark: _Hlk239316195]写真3、羽村、市民と産業のまつり、農業展
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あきる野市、写真1、秋がわぎゅう
写真2、のらぼうな
写真3、多摩産材

瑞穂まち、写真1、シクラメン
写真2、ふれっしゅハうす
写真3、狭山茶

日の出まち、写真1、ひのでトマト
写真2、メンマづくり
写真3、大根収穫体験

檜原村、写真1、農林振興施設
写真2、檜原都民の森（セラピーロード）
写真3、じゃがいも焼酎　ひ乃はら物語

奥多摩まち、写真1、奥多摩わさび
写真2、奥多摩やまめ
写真3、森林セラピー
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西多摩地域の農畜産業・林業

1、農畜水産ぶつ（あきる野市）

あきる野市の代表的な農畜水産ぶつとして、甘みが強く、一粒ひとつぶが大きい、「秋がわとうもろこし」、江戸時代から五日市地区で栽培されてきたビタミン豊富な、「のらぼうな」、江戸時代に将軍家の御用達として江戸へ送らせたと言われている、「秋がわアユ」のほか、「東京しゃも」、「東京和牛（秋がわぎゅう）」など、あきる野の豊かな自然と、生産者たちの愛情に育まれたものが数多くあります。
あきる野市では、秋がわファーマーズセンター、五日いちファーマーズセンターおよび、秋がわ渓谷せおとの湯、「朝露」を中心に、市内で生産された新鮮で、安心・安全な農畜産ぶつを供給しているほか、産業さいなどを通じて、農業・畜産業・水産業への理解を深める取組を進めています。

写真1および2、新鮮で安心・安全な農畜水産ぶつ
以上

2、檜原、森のおもちゃ美術館（檜原村）

檜原、森のおもちゃ美術館は、檜原村の森林資源をふんだんに活用することにより、もく育・木材産業の推進拠点としての活用と、木を中心とした環境を創造していくことで、木の持つ素晴らしさの再認識、た世代がつどえる場所を提供することで、世代間の交流を促し、地域文化の継承を目的に、令和3年にオープンし、年間4～5万人が訪れます。
木造2階だての館内では、地場産材を使用した、木製の遊具による野菜やキノコの収穫ごっこ、ままごと遊びや薪割りごっこをすることができます。そのほかにも、おもちゃ美術館に隣接する、おもちゃ工房で作られた木のおもちゃで遊べるスペースや、こま回しやけんだま遊びなどの、昔ながらの遊びを体験できるエリアもあります。
館内のさとやま食堂では、檜原村の特産ひんを盛り込んだ軽食を楽しむこともできます。

写真1および2、檜原村をイメージした館内と遊具
以上
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